




























































実 験 方 法
 1)実験材料,体重209前后の健康廿日ネズミ及び廿日ネズミエールリツヒ腹水癌細胞,
 2)照射方法,マグネト・ン試験装置の導波管内に発泡ポリエステルで小室を区切り,この室壁
 に廿日ネズミを固定して導波管の略中心に冷き,この試験装置から出る波長250鵬繰返周波数
 200P/S,パルス巾4μsのバル堺波で電t力18.2mw/6寵2,2ZImW/6彿2,56.Om噌那2ナ44,9
 蝋レをが,55、8mWノ肋2の5段階につき各5匹の廿日ネズミに照射した。その際熱電対極を廿日
 ネズミの肛門から約2.5魏刺入固定して,毎1分及び死亡時の体温を測定し同時に剖検を行なっ
 た。第2報ではエールリツヒ腹水癌細胞の照射を行なったが,これはエールリノヒ腹水癌移植廿
 日ネズミ10日目の腹水約2CCを小試、験管内にとり,マグネト・ン試験装置にとりつけた導波管'
 の略中央部に置き,出力100ワットで50分照射を行なった。照射直后の腹水に等量の生理的
 食塩水を加えた腹水稀釈液0.2CCづつを5匹のDDS系廿日ネズミの腹腔内にそれぞれ注射した。
 またエールリッヒ腹水癌移植廿日ネズミ10日目のものを導波管内の略中央部に置き・出力
 6.5ワットで照射し,死亡直後の腹水をこれに等量の生理的食塩水を加えた腹水稀釈液0.2㏄づ
 つを5匹のDDS系廿日ネズミの腹腔内に注射し,その移植率と腹水癌細胞の照射による影響を.
 顕微鏡で形態学的に観察した。
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 実験結果および考按
 照射開始1ないし2分の間に体温は急激に上昇するが,一般に電力が大なるほど以後の体温上
 昇も急激かつ強度で55,8m助が,44.9m、～レ6η2の場合は全例が死亡し・体温は70℃以上に
 も上昇するものがあった。36.OmW/6がては4鯛が死亡し,1囲は50分の照射に堪えて生存し
 2ZlmW/6がでは4例,18.2m雛がでは全例がそれぞれ50分の照射に堪えて生き残った。生
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 存例の体温は照射開始後納15分で概ね安定し,その際の体温は司1℃前后であった。以後に歩
 いては死亡例にみられるような激しい体温上昇を認めなかった。照射時間を5時間に延長してし
 らべた結果はこ.れら50分照射例との間に有意な差を認めなかった。体温測定に用いた熱電対の
 極のみを導波管に入れて照射してみると照射開始後1ないし2分間は熱産生のために温度上昇を.
 来すが,それとともに放熱量も増大し,やがて産熱量と放熱量とが等しくなって以後の温度が一
 定に保たれるに致る。この一定に達する温度は電力が大きいほど高いがこの程度の電力では廿日
 ネズミの正常体温より低いことを実験で確かめた。使用した熱電対の極の熱容量は甚だ小さく,
 金属性で熱伝播も良いから,かくして得た結果はほぼ正確に廿日ネズミの体温を測定し鴛たもの
 と思われる。前記生存例は全て照射による産熱量と・その結果増大した放熱量とが等しい状態
 (以下体温安定状態と呼ぶ)となって照射に堪えてむり,更に長時間の照射に堪えていくものと
 思われる。また死亡例は全て体溜調節機能の限界以上の熱産生を来し,体温安定状態に遮ナるこ
 となぐ死亡したものと考えられる。致死廿日ネズミを解剖してみると腹部内臓は全般に浸潤し,
 脆ぐなってお鮎肺,肝臓等は暗赤色を帯び,ヘマトキシンエオジン染色を行なった組織標本検
 査の結果は,小血管の充欝血が諸臓器に共通してみられる変化で,その程度は葡が最も高度で次'
 いで肝臓,腎臓,脳の順であり,肺及び肝臓では充鬱血を来した小血管の周囲の間質に出.血が見
 られるが,肺胞,肝細胞診よび肝構造,瞥構造等はほぼ正常に保たれていた。電力が特に大なる
 場合は上記変化も高度であった。パラフィン溶融据内の温度を50℃前后に保ち,その中に廿日
 ネズミを留置し,致死せしめたものについて調べてみると,その所見はマイクロウエーブ被曝に
 よる死亡例の所見と全く類似していた。照射腹水の移植は40例中全例に可能であ餌照射腹水
 癌細胞は照射后で顕微鏡による観察では形態学的に変化を認めることが出来なかった。
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結 論
 可)照射開始1ないし2分間に体温の急激な上昇をみる。2)体温安定状態に達した廿日ネズ
 ミは死亡せず長時間の照射に堪えていぐが・電力が大きい場合'紘t廿日ネズミは体温安定状態に達す
 ることなく短時間で死亡する。5)廿日ネズミを死亡せしめる最低の電力はこの実験では2Zl
 m・瞬彩2であった04)致附田ネズミの病理組織学的所員,は1揃・肝臓・腎臓・脳・脾1圭裏等の小
 血管の充諺止むよびそこからの出血が主たるものであり,この所見は体外から熱を加えて諺熱死
 せしめた場合の所見と全く類似している。5)この程度の照射に寿いではエールリツヒ腹水癌
 細胞に対するマイク・ウエーブの影響は顕微鏡下には認められなかった。
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 審査結果の要旨
 レザ畷船舶蜜蝋海,飛鵬に翻る管制粛象観測等砿鍬縢れているが・他方で
 はレーヂーによって不慮の災害が報告されて誇り,レーダー取扱者及びレーダー設置場所辺地での
 人体のレーダーによる障害が問題にたりつつある。著者はいかなる亀フコ量で,いか陰どの熱産生,
 すなわち体温の上昇を来たすかという量的関係及び致死量,死亡の原因等を解明しようと考えた。
 実験材概しては欄ネ容をえらび・マグネ団ン試膿置の導灘内に於いて・1艇長25伽
 繰返し周波数20臼P/S,パルス巾4μsのパルス波で照射した。
 1)照射開始1ないし2分間に微温の上昇をみる。
 2)体温安定状態に達した廿日ネズごは死亡せず長時間の照射に堪えていぐが・電力が大きい
 場合には廿日ネズミは体温安定状態に達することなぐ短時間で死亡する。
 3)廿日ネズミを死亡せしめる爵妖の電力はこの実験では2Z1π」彫がであった。
 五)致死仕口ネズミの病理組織学的所鼻は,肺,肝臓,腎臓,脳,脾臓算の小血管の充欝血及
 びそこからの出丘"が主たるものであり,この所昇は像外から熱を加えて欝熱死せしめた場合の所見
 と命ぐ類似している。
 5)この程度の照射にむいてはエールリツヒ胸水癌細胞に対するマイクロウエーブの影響は顕
 微鏡下には認められたかった。
 以上の如ぐ,廿日ネズミを用いて,レーダー波による障害の原因を明らかにした。これは学位に
 値するものと考えます。
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